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奥

野

信
太
郎
年
譜

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

十
一
月
十
一
日
、
陸
軍
中
将
奥
野
幸
吉
の
長
男
と
し
て
当
時
の
東
京
市
麹
町
区
紀
尾
井
町
三
番
地
で
出
生
。
母
は
子
爵
橋
本
綱
常
（
橋
本
左
内
の
実
弟
）
の

長
女
政
子
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
O
O
）

一
才

父
が
北
清
事
変
に
出
征
し
た
た
め
、
麹
町
区
山
元
町
三
丁
目
四
番
地
に
移
転
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
O
三
）
四
才
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番
町
尋
常
小
学
校
附
属
幼
稚
園
に
入
園
。

明
治
三
十
七
年
（
一
九
O
四
）

五
才

麹
町
区
平
河
町
六
丁
目
二
番
地
の
借
家
に
移
転
。
ま
も
な
く
四
谷
区
仲
町
原
田
某
の
持
家
に
移
転
し
た
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
O
六
）
七
才

番
町
小
学
校
に
入
学
。
赤
坂
区
青
山
南
町
六
ノ
十
四
番
地
に
移
転
。
外
祖
父
橋
本
綱
常
の
平
河
町
の
自
邸
で
竹
添
井
々
か
ら
漢
籍
の
素
読
を
受
け
る
よ
う
命

ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
た
い
そ
う
苦
痛
で
あ
っ
た
と
言
う
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
O
八
）
九
才

赤
坂
区
青
山
北
町
一
ノ
八
番
地
に
移
転
。
素
読
は
続
い
た
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
十
三
才

神
田
区
淡
路
町
の
開
成
中
学
に
入
学
。
浅
草
区
左
衛
門
町
一
番
地
の
叔
母
の
所
に
移
り
、
以
後
五
年
閉
幕
し
た
。
こ
の
間
に
東
京
帝
国
大
学
生
長
瀬
古
保
次



（
後
の
貴
族
院
書
記
長
）
と
起
居
を
共
に
し
て
学
事
指
導
を
受
け
た
が
、
こ
の
人
か
ら
飲
酒
な
ど
教
え
ら
れ
、

に
市
村
座
、
柳
盛
座
、
開
盛
座
な
ど
が
あ
っ
て
、
さ
か
ん
に
そ
れ
ら
の
劇
場
に
出
入
し
た
。

大
き
な
影
響
を
受
け
た
。ま
た
住
居
の
近
く

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
十
六
才

秋
に
麻
布
奔
町
長
谷
寺
で
聞
か
れ
た
外
祖
父
綱
常
（
明
治
四
十
二
年
没
）
の
建
碑
式
に
参
列
し
、
発
企
人
の
一
人
森
鴎
外
に
初
め
て
引
見
さ
せ
ら
れ
、
漢
文

学
の
大
切
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
大
い
に
感
激
し
た
と
言
う
。
こ
の
頃
か
ら
、
永
井
荷
風
、
上
田
柳
村
ら
の
作
品
に
心
酔
し
、
さ
ら
に
「
珊
瑚
集
」
や
「
海
潮

音
」
の
幾
篇
か
を
更
に
漢
訳
し
た
り
し
た
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
八
才

父
の
命
に
よ
っ
て
や
む
な
く
陸
軍
士
官
学
校
を
受
験
し
た
が
、
二
日
目
の
試
験
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
に
合
格
を
免
れ
た
。
こ
の
一
件
が
発
覚
し
て
、
父
と

叔
母
か
ら
ひ
ど
く
叱
責
さ
れ
た
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
二
十
才
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こ
の
頃
か
ら
浅
草
オ
ペ
ラ
の
常
連
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
数
時
間
を
公
園
で
過
し
た
。

叔
母
と
共
に
下
谷
区
岡
崎
町
十
番
地
に
転
居
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
感
染
し
て
肺
炎
を
お
こ
し
た
が
、
危
う
く
一
命
を
と
り
と
め
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
O
）

二
十
一
才

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
予
科
に
入
学
。
荷
風
を
慕
っ
て
入
学
し
た
も
の
の
、
す
で
に
三
田
を
去
っ
て
い
た
の
で
、大
い
に
落
胆
し
た
。
国
文
の
小
嶋
政
二

郎
、
作
文
の
久
保
田
万
太
郎
、
ク
ラ
ス
主
任
の
戸
川
秋
骨
ら
か
ら
教
え
を
受
け
た
。
同
級
に
は
蔵
原
伸
二
郎
、
青
柳
瑞
穂
の
両
氏
が
い
て
、
こ
の
二
人
と
は

一
生
親
交
を
続
け
た
。
こ
の
年
十
二
月
二
十
八
日
に
父
幸
吉
病
死
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
二
十
二
才

大
久
保
百
人
町
の
仮
寓
で
母
と
住
み
、
同
町
に
住
ん
で
い
た
青
柳
氏
と
日
夕
来
往
し
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
二
十
三
才



中
野
町
本
郷
一
O
八
番
地
に
新
築
し
、
母
と
共
に
住
ん
だ
。
こ
の
頃
か
ら
三
田
文
学
に
も
の
を
書
き
出
し
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

母
死
去
（
四
十
五
才
）
。
家
産
が
自
由
に
な
っ
た
為
浪
費
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
が
、

二
十
四
才

さ
か
ん
に
古
書
も
購
入
し
、

一
生
の
う
ち
で
も
っ
と
も
自
由
大
胆
な
生

活
を
お
く
つ
た
と
言
う
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

二
十
六
才

五
月
、
慶
大
文
学
部
卒
業
。
卒
業
論
文
は
ダ
ン
テ
の
神
曲
の
研
究
で
あ
っ
た
。
卒
業
と
同
時
に
坂
東
智
恵
子
（
後
に
孝
宮
和
子
内
親
王
の
乳
人
と
な
っ
た
）

と
結
婚
し
た
。
ま
た
興
謝
野
寛
の
推
挽
で
神
田
駿
河
台
の
文
化
学
院
の
教
壇
に
立
っ
た
（
同
校
に
は
昭
和
十
八
年
の
閉
鎖
ま
で
勤
務
し
た
）
。
さ
ら
に
九
月

ま
申
み

か
ら
は
慶
大
予
科
講
師
と
な
り
漢
文
を
担
当
し
た
。
十
二
月
に
長
女
檀
出
生
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
十
才

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
三
十
七
才
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長
男
正
哉
出
生
。

外
務
省
在
華
特
別
研
究
員
の
選
に
当
り
、
北
京
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
五
月
十
六
日
妻
智
恵
子
が
急
病
で
逝
去
し
た
。
そ
の
悲
し
み
を
抱
い
て
、

夏
単
身
北
京
へ
出
発
。
北
京
孟
公
府
箭
樟
胡
同
十
三
号
の
中
日
実
業
公
司
公
館
に
仮
寓
し
た
。
音
韻
学
者
越
蔭
栄
と
親
交
を
結
ん
だ
。

（
附
記
）
北
京
に
ゆ
く
前
ま
で
は
麻
布
市
兵
衛
町
二
十
七
番
地
に
住
ん
で
い
た
。
い
つ
か
ら
こ
こ
に
住
ん
だ
か
は
目
下
不
詳
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

十
六
才

十
一
月
三
日
北
京
三
条
胡
同
東
亜
病
院
長
八
木
繁
雄
の
妹
薫
と
婚
約
、
中
国
流
の
訂
婚
式
を
挙
げ
た
。
年
末
近
く
熱
河
を
経
て
満
洲
各
地
を
旅
行
し
た
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

四
月
、
薫
夫
人
と
帰
国
、
戸
川
秋
骨
の
媒
約
に
よ
っ
て
結
婚
。
慶
大
予
科
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、

三
十
九
才

同
文
学
部
講
師
を
兼
任
し
た
。
（
支
那
文
学
担
当
、
隔
年
出

講
）
十
一
月
末
、
世
田
谷
区
代
田
二
丁
目
八
五O番
地
に
移
転
。
年
末
次
男
燕
児
出
生
。



昭
和
十
五
年
（
一
九
四O
）

四
十
一
才

暑
中
休
暇
を
北
京
で
過
し
た
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
十
三
才

四
月
よ
り
慶
大
文
学
部
兼
任
講
師
で
連
年
出
講
と
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
十
四
才

一
月
よ
り
慶
応
義
塾
語
学
研
究
所
所
員
（
第
二
部
）
と
な
っ
た
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

十
月
、
北
京
輔
仁
大
学
に
訪
問
教
授
と
し
て
招
聴
さ
れ
、

四
十
五
才

一
年
間
日
本
近
代
文
学
を
講
義
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
十
六
才

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
十
七
才
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終
戦
の
た
め
帰
国
で
き
ず
、
特
別
留
用
者
と
し
て
輔
仁
大
学
に
職
を
奉
じ
た
。

四
月
帰
国
。
五
月
、
慶
大
文
学
部
予
科
教
授
に
復
職
。
外
国
語
学
校
講
師
、
文
学
部
講
師
を
兼
担
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

四
十
八
才

三
月
、
慶
大
助
教
授
に
昇
任
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
十
九
才

一
月
、
慶
大
文
学
部
教
授
に
昇
任
し
た
。
二
松
学
舎
専
門
学
校
に
出
講
（
二
松
学
舎
大
学
に
な
っ
て
も
出
講
し
、
昭
和
二
十
七
年
に
退
職
）
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
十
才

三
回
文
学
会
の
会
長
と
な
る
（
昭
和
三
十
七
年
三
月
ま
で
）
。

日
本
中
国
学
会
が
創
立
し
、
そ
の
理
事
と
な
っ
た
（
以
後
没
年
ま
で
同
会
の
専
門
委
員
等
の
役
員
を
歴
任
し
て
、
学
会
の
発
展
の
た
め
に
大
い
に
尽
力
し



た
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
O
）
五
十
一
才

四
月
よ
り
清
泉
女
子
大
学
に
出
講
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
ま
で
）
。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

五
十
二
才

四
月
よ
り
慶
大
大
学
院
文
学
研
究
科
を
も
担
当
、
中
日
比
較
文
学
を
講
義
し
た
（
没
年
ま
で
）
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
五
十
三
才

一
月
八
日
よ
り
毎
週
一
回
、
N
H
K

ラ
ジ
オ
放
送
の
「
番
茶
グ
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
り
文
化
社
会
時
評
を
行
な
っ
た
（
昭
和
二
十
八
年
四
月
五

日
ま
で
続
い
た
）
。

四
月
よ
り
都
立
大
学
に
出
講
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
ま
で
）
。

森
鴎
外
の
「
魚
玄
機
」
に
取
材
し
た
脚
本
「
長
安
城
の
月
」
が
、二月
新
派
に
よ
っ
て
新
橋
演
舞
場
で
上
演
さ
れ
た
（
こ
の
劇
は
昭
和
三
十
一
年
二
月
に
も
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昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
五
十
四
才

東
西
歌
舞
伎
に
よ
っ
て
大
阪
文
楽
座
で
上
演
さ
れ
た
）
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

四
月
、
日
本
美
容
専
門
学
校
（
高
田
馬
場
）
の
創
立
と
と
も
に
そ
の
校
長
と
な
っ
た
（
没
年
ま
で
）
。
九
月
、
学
術
文
化
使
節
団
々
員
と
し
て
中
華
人
民
共

和
国
に
招
聴
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
五
十
六
才

四
月
よ
り
東
京
大
学
に
出
講
、
中
国
の
芸
能
に
つ
い
て
講
義
し
た
（
昭
和
三
十
一
年
一
一
一
月
ま
で
）
。

毎
日
出
版
文
化
賞
選
考
委
員
と
な
っ
た
（
没
年
ま
で
）
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
五
十
七
才



四
月
よ
り
成
城
大
学
に
出
講
（
昭
和
三
十
三
年
三
月
ま
で
）
。

六
月
、
訪
日
京
劇
代
表
団
（
団
長
梅
蘭
芳
）
の
来
訪
に
際
し
、
劇
の
解
説
な
ど
に
活
躍
し
、
多
忙
を
極
め
て
眼
球
出
血
を
き
た
し
た
。
六
月
二
十
三
日
か
ら

N
T
B

の
座
談
会
「
雨
・
風
・
曇
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
（
昭
和
三
十
四
年
ま
で
）
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
五
十
九
才

芸
能
学
会
の
副
会
長
と
な
り
、
編
集
委
員
に
も
な
っ
た
（
没
年
ま
で
）
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
六
十
才

四
月
よ
り
早
稲
田
大
学
第
一
政
経
学
部
に
出
講
（
没
年
ま
で
）
。

十
二
月
二
日
か
ら
N
T
B

座
談
会
「
春
・
夏
・
秋
・
朱
己
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
（
没
年
ま
で
）
。

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六O
）

六
十
一
才
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十
月
四
日
よ
り
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
十
三
回
に
及
ぶ
N
H
K

教
養
大
学
放
送
で
「
中
国
の
小
説
」
と
題
し
て
放
送
を
行
な
っ
た
。
ま
た
十
月
か
ら
N
E

T

の
「
女
の
座
」
を
担
当
し
た
（
昭
和
三
十
七
月
九
月
ま
で
続
い
た
）
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
O
）

六
十
二
才

秋
、
松
竹
の
歌
舞
伎
審
議
会
の
委
員
と
な
っ
た
（
没
年
ま
で
）
。
十
月
、
か
る
い
高
血
圧
症
の
た
め
倒
れ
病
臥
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
一
）
六
十
三
才

六
月
、
「
脚
斎
志
異
」
に
取
材
し
た
脚
本
「
秋
燈
記l
美
女
と
闇
魔
l

」
が
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
六
十
四
才

読
売
文
学
賞
委
員
（
第
十
四
回
よ
り
）
と
な
っ
た
（
没
年
ま
で
）
。

四
月
よ
り
桐
生
市
桐
が
丘
女
子
短
大
の
講
師
（
兼
任
）
と
な
っ
た
（
没
年
ま
で
）
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

六
十
五
才



→
月
二
十
日
か
ら
十
二
回
に
わ
た
っ
て
N
H
K

の
F
M
放
送
「
朝
の
講
座
」
で
「
中
国
文
学
十
二
講
」
と
題
し
て
放
送
を
行
な
っ
た
。

六
月
に
痛
風
を
病
む
（
以
後
毎
年
の
よ
う
に
な
や
ま
さ
れ
た
）
。

ま
た
十
二
月
に
は
脳
血
管
痘
輩
の
た
め
倒
れ
病
臥
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
六
十
八
才

十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
五
回
に
わ
た
っ
てN
H
K

テ
レ
ビ
の
「
女
性
の
手
帖
」
で
「
わ
た
く
し
の
唐
詩
選
」
と
題
し
て
放
送
を
行
な
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

一
月
十
五
日
、
成
人
の
日
の
記
念
講
演
の
た
め
朝
か
ら
葛
飾
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
行
き
、
午
前
・
午
後
の
二
回
の
講
演
の
後
、
上
野
を
経
由
し
て

浅
草
に
行
き
、
古
書
を
渉
猟
し
た
後
、
午
後
十
一
時
過
ぎ
に
浅
草
か
ら
帰
途
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー
の
中
で
心
臓
端
息
の
発
作
を
お
こ
し
て
両
国
橋
た
も
と
の

加
藤
病
院
に
入
っ
た
が
、
十
一
時
四
十
分
、
つ
い
に
永
眠
し
た
。
享
年
六
十
八
才
二
か
月
。
一
月
十
九
日
、
麻
布
長
谷
寺
（
永
平
寺
別
院
）
で
葬
儀
執
行
。

法
名
は
醇
信
院
凱
南
玄
悌
居
士
（
「
凱
南
」
と
は
「
詩
経
」
の
詩
か
ら
つ
け
た
号
で
、
生
前
か
ら
用
い
て
い
た
）
。

-432 ー

附
記
：
右
に
誌
し
た
ほ
か
に
、
北
海
道
大
学
、
教
育
大
学
へ
の
出
講
ゃ
あ
づ
ま
踊
り
の
脚
本
「
牡
丹
亭
還
魂
記
」
の
上
演
（
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲
）
な
ど
が

あ
る
が
、
出
講
、
上
演
な
ど
の
期
日
は
目
下
不
明
で
あ
る
。
な
お
昭
和
二
十
一
年
以
後
に
担
当
し
た
講
義
の
題
目
は
中
国
文
学
史
、
中
国
小
説
史
、

中
国
芸
能
史
、
中
国
現
代
詩
概
説
、
唐
詩
演
習
、
明
清
作
家
論
、
明
清
小
説
論
、
魯
迅
研
究
、
丁
玲
研
究
等
で
あ
る
。
（
藤
田
祐
賢
記

ν


